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第
四
百
八
十
一
回 

青
葉
会
句
会
報 

句
会
：
令
和
八
年
五
月
二
十
八
日(

木)  
 

十
一
時
よ
り
東
京
・
吟
行 

於
：
日
比
谷
公
園 

  

選 
 

者 
川
口
孤
舟 

吟
行
参
加 
柿
崎
忠
彦 

久
米
五
郎
太 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

星
田
啓
子 

山
崎
亜
也 

 

投
句
・
選
句 

川
口
孤
舟 

熊
谷
く
に
お 

小
早
健
介 

後
藤
と
み
子 

田
島
正
己 

土
谷
堂
哉 

西
澤
國
護 

 

福
島
正
明 

古
川
百
合
子 

古
田
昇 

山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

選
句
の
み 

梅
崎
く
す
を 
重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

山
本
三
恵 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❖
❖
❖ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
互 

選 

句
】 

◎
が
付
さ
れ
て
い
る
句
は
孤
舟
選
者
の
選 

 

〇
は
選
句
し
た
会
員
に
よ
る
天
（
特
選
） 

 

七
点 緋

牡
丹
の
己
が
重
み
を
持
て
余
す 

 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
く
・
千
・
た
・
堂
・
正
・
昇
・
百
） 

老
鶯
や
二
湖
を
眼
下
に
賤
ケ
岳 

 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
く
・
健
・
清
・
允
・
正
・
亜
・
盛
） 

◎
五
月
来
し
九
十
七
の
誕
生
日 

 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

（
孤
・
五
・
龍
・
〇
隆
・
允
・
啓
・
盛
） 

 

六
点 石

仏
の
笑
み
の
濡
れ
ゆ
く
走
り
梅
雨 

 
 
 
 
 

健
介 

 
 

（
と
・
清
・
己
・
啓
・
百
・
三
） 

五
月
病
ベ
ン
チ
に
重
き
ス
ー
ツ
か
な 

 
 
 

 
 
 
  

 

仝 
 
 

（
く
す
・
忠
・
〇
孝
・
隆
・
允
・
け
） 

風
薫
る
見
附
跡
な
る
石
垣
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
く
す
・
五
・
た
・
己
・
國
・
啓
） 

◎
白
靴
の
歩
幅
大
き
く
門
を
出
づ 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
孤
・
く
・
千
・
啓
・
亜
・
け
） 

薫
風
や
風
の
包
み
の
解
（
ほ
ど
）
か
れ
て 

 
 
  

啓
子 

 
 
 

（
く
す
・
忠
・
孝
・
正
・
〇
昇
・
三
） 

 

五
点 田

植
待
つ
水
田
遠
く
津
軽
富
士 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
  

（
く
す
・
忠
・
允
・
啓
・
三
） 

母
の
日
の
鉢
の
名
前
は
タ
カ
ラ
ズ
カ 

 
 
 
 
 

正
明 

 
 

（
と
・
堂
・
隆
・
昇
・
盛
） 

天
守
台
孤
松
揺
る
が
ず
青
嵐 

 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
健
・
孝
・
己
・
啓
・
け
） 

◎
少
子
化
を
見
下
ろ
す
雌
雄
の
こ
い
の
ぼ
り 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
孤
・
〇
健
・
た
・
隆
・
正
） 

 

四
点 立

ち
か
け
て
ま
た
し
や
が
み
込
む
朝
顔
市 

 
 
 

孤
舟 

 
 

（
忠
・
千
・
た
・
昇
） 

春
時
雨
笑
っ
て
駆
け
る
二
人
連
れ 

 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 

（
〇
く
す
・
千
・
己
・
國
） 

 

三
点 鰻

割
く
禁
断
の
書
を
開
く
ご
と 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
五
・
清
・
け
） 

葱
坊
主
大
器
晩
成
か
も
知
れ
ぬ 

 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 

（
孤
・
〇
と
・
〇
堂
） 

杉
林
抜
け
て
明
る
き
緑
雨
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
と
・
國
・
允
） 

◎
四
つ
に
な
り
拍
手
高
ま
る
五
月
場
所 

 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
孤
・
く
・
堂
） 

日
比
谷
か
ら
二
の
丸
跡
へ
薄
暑
光 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
忠
・
啓
・
亜
） 

渡
り
切
る
あ
の
か
ず
ら
橋
夏
近
し 

 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
と
・
け
・
三
） 
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桑
摘
み
て
そ
の
香
纏
い
し
家
路
か
な 

 
 
 
 
 

正
己 

 
 

（
く
す
・
孝
・
亜
） 

豆
飯
や
湯
気
あ
わ
あ
わ
と
仏
壇
へ 

 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
と
・
隆
・
百
） 

ハ
ナ
棒
を
担
ぐ
両
腕
や
や
細
目 

 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 

（
た
・
啓
・
〇
三
） 

◎
新
緑
の
朝
の
山
気
や
生
気
満
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
孤
・
た
・
百
） 

下
闇
や
出
会
い
頭
の
蜥
蜴
の
眼 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
五
・
清
・
百
） 

草
餅
を
母
と
分
け
合
う
日
の
匂
ひ 

 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 

（
く
・
孝
・
國
） 

 
 
 

◎
一
面
に
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
山
つ
つ
じ 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
孤
・
龍
・
昇
） 

 

二
点 海

に
雪
崩
る
る
千
枚
の
青
田
か
な 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
堂
・
昇
） 

◎
薔
薇
園
の
対
で
水
吹
く
ペ
リ
カ
ン
像 

 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
孤
・
く
） 

滝
に
落
ち
流
れ
を
迸
る
水
白
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
健
・
己
） 

新
緑
の
山
な
み
翼
下
出
雲
へ
と 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

（
堂
・
亜
） 

青
葉
風
日
比
谷
の
堀
に
亀
ば
か
り 

 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
く
す
・
け
） 

◎
萬
緑
の
樹
々
の
間
に
光
る
空 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
孤
・
國
） 

尻
尾
取
れ
勇
躍
ジ
ヤ
ン
プ
青
蛙 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
清
・
百
） 

短
夜
や
四
時
に
は
障
子
あ
け
そ
め
て 

 
 
 
 

百
合
子 

 
 

（
龍
・
隆
） 

伎
芸
天
の
妙
な
る
調
べ
若
葉
風 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
清
・
己
） 

万
葉
の
大
和
路
を
ゆ
く
柿
若
葉 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
允
・
盛
） 

◎
背
に
青
き
柄
行
き
美
し
き
蛙
居
て 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
孤
・
千
） 

城
垣
を
攀
じ
て
草
引
き
忍
び
め
く 

 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
健
・
五
） 

青
芝
や
大
奥
が
跡
渺
茫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
孝
・
三
） 

 

一
点 更

衣
少
し
痩
せ
も
嬉
し
い
け
り 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 
 
 

（
龍
） 

日
比
谷
の
タ
イ
サ
ン
ボ
ク
に
驚
け
り 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
正
） 

新
緑
の
香
り
が
旨
い
井
の
頭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
千
） 

カ
ピ
バ
ラ
の
鼻
が
動
め
く
若
葉
風 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
五
） 

噴
水
の
軸
高
だ
か
と
日
比
谷
昼 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

（
忠
） 

目
に
は
青
葉
疏
水
を
下
る
蹴
上
ま
で 

 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
盛
） 

目
に
沁
み
る
ケ
ヤ
キ
並
木
の
若
葉
か
な 

 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
國
） 

 

真
っ
黒
き
敗
走
兵
よ
木
下
闇 

 
 
 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 

（
健
） 

◎
も
う
来
た
か
五
月
満
開
こ
の
陽
気 

 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

（
孤
） 

妖
精
の
舞
ひ
た
る
森
の
新
樹
光 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
〇
盛
） 

早
々
と
夏
日
来
た
り
て
蚊
遣
り
火
や 

 
 
 
 

百
合
子 

 
 

（
龍
） 

艶
（
な
ま
）
め
け
る
宵
の
風
か
や
月
下
美
人 

 
 

啓
子 

 
 

（
〇
龍
） 

何
や
ら
ん
不
穏
な
空
に
ホ
ト
ト
ギ
ス 

 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
正
） 

鶯
か
目
黒
八
雲
で
聲
を
聞
く 

 
 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

（
啓
） 

◎
十
薬
や
十
文
字
白
き
父
母
の
墓 

 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
孤
） 

浮
き
沈
む
七
十
五
日
水
中
花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
亜
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

❖
❖
❖ 
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【
句 

評
・
短 

評
】 

 

七
点
句 

 
 

緋
牡
丹
の
己
が
重
み
を
持
て
余
す 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
確
か
に
花
が
大
き
く
て
茎
の
負
担
が
大
き
そ
う
で
す
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
大
振
り
の
緋
牡
丹
を
支
え
て
い
る
細
い
茎
は
本
当
に
大
変
。 

 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
ま
さ
に
そ
う
で
す
ね
。
支
え
な
し
で
は
、
持
て
余
し
て
頭
垂
れ
て
し
ま
い
ま
す
も
の
ね(

笑) 

老
鶯
や
二
湖
を
眼
下
に
賤
ケ
岳 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

 

允
章
さ
ん
・
・
・
有
名
な
こ
の
山
に
は
登
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
素
晴
ら
し
い
景
色
が
見
え
ま
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
余
呉
湖
の
湖
面
は
鏡
と
か
。
歴
史
の
余
韻
を
映
す
？ 

五
月
来
し
九
十
七
の
誕
生
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
長
寿
の
誕
生
日
。
益
々
お
健
や
か
に
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
季
語
も
、
九
十
七
と
い
う
の
も
い
い
で
す
ね
。 

龍
平
さ
ん
・
・
・
よ
ろ
し
お
す
な
あ
ー
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
わ
ー
、
い
い
で
す
ね
え
。
体
現
の
賜
物
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
私
も
五
月
生
ま
れ
で
す
が
ま
だ
八
十
代
で
す
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
青
葉
会
で
の
最
高
齢
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
青
葉
会
の
長
者
の
一
句
。
素
晴
ら
し
い
。 

 

六
点
句 

石
仏
の
笑
み
の
濡
れ
ゆ
く
走
り
梅
雨 

 
 
 
 
 

健
介 

 
 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
鄙
び
た
路
傍
の
石
仏
に 

初
夏
の
訪
れ
を
感
じ
ら
れ
た
の
で
し
よ
う
。（
笑
み
が
濡
れ
ゆ
く
）
が 

素
敵
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
風
情
あ
る
情
景
を
さ
ら
り
と
詠
ん
だ
一
句
。 

五
月
病
ベ
ン
チ
に
重
き
ス
ー
ツ
か
な 

 
 
 
 
 

健
介 
 

 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
新
入
社
員
の
頃
を
苦
く
、
し
か
し
懐
か
し
く
思
い
出
し
て
い
ま
す
。「
重
き
」
が
良
く
効
い
て
、
作
者 

の
優
し
さ
が
滲
み
出
て
い
ま
す
。 

 

隆
さ
ん
・
・
・
・
観
察
力
の
勝
利
か
。
蕪
村
の
「
重
た
き
琵
琶
」
の
句
が
あ
る
が
、
現
代
版
と
も
い
え
る
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
を
思
い
出
し
ま
す
。 

風
薫
る
見
附
跡
な
る
石
垣
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
日
比
谷
公
園
の
入
口
は
か
つ
て
の
見
附
、
城
門
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
と
か
。
わ
が
国
初
の
西
洋
式
庭
園
の 

一
部
に
は
、
石
垣
や
心
字
池
が
今
も
残
っ
て
い
る
こ
と
を
、
吟
行
の
際
に
知
り
ま
し
た
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
こ
こ
に
日
比
谷
御
門
が
あ
り
、
そ
の
石
垣
の
跡
ら
し
い
。 

白
靴
の
歩
幅
大
き
く
門
を
出
づ 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
白
靴
は
見
た
目
に
も
軽
や
か
で
涼
し
気
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
さ
あ
夏
だ
！
衣
替
え
と
同
じ
よ
う
に
作
者
の
軽
や
か
な
気
分
を
感
じ
ま
す
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
今
年
初
め
て
の
白
靴
。
白
靴
と
中
七
が
響
き
あ
っ
て
颯
爽
と
し
た
ご
様
子
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
気
分
を
引
き
立
て
る
一
歩
。 

薫
風
や
風
の
包
み
の
解
（
ほ
ど
）
か
れ
て 

 
 
 

啓
子 

 
 

 

昇
さ
ん
・
・
・
・
中
七
下
五
が
秀
逸
。
一
気
に
薫
風
が
広
が
っ
て
く
る
。 
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五
点 田

植
待
つ
水
田
遠
く
津
軽
富
士 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

允
章
さ
ん
・
・
・
美
し
い
景
色
が
見
え
ま
す
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
遠
景
、
近
景
を
端
正
に
詠
ま
れ
、
水
彩
画
を
観
る
よ
う
で
す
。 

母
の
日
の
鉢
の
名
前
は
タ
カ
ラ
ズ
カ 

 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
私
の
母
が
、
大
の
宝
塚
フ
ァ
ン
で
し
た
。
き
っ
と
華
や
か
な
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
お
花
で
し
よ
う
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
花
屋
の
営
業
努
力
か
。
宝
塚
フ
ァ
ン
を
拝
借
。
目
下
連
載
の
元
宝
塚
ス
タ
ー
鳳
蘭
の
日
経
記
事 

は
面
白
い
。
華
僑
な
ら
で
は
の
ス
タ
ー
だ
っ
た
か
も
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
お
母
さ
ま
は
さ
ぞ
か
し
宝
塚
フ
ァ
ン
。
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
句
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
こ
れ
は
こ
れ
は
愉
し
い
佳
句
が
出
来
ま
し
た
。 

天
守
台
孤
松
揺
る
が
ず
青
嵐 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
皇
居
、
天
守
台
に
美
し
い
姿
で
構
え
る
た
だ
一
本
の
松
。
こ
の
句
全
体
か
ら
、
堂
々
と
し
て
崇
高
に 

す
ら
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

少
子
化
を
見
下
ろ
す
雌
雄
の
こ
い
の
ぼ
り 

 
 
 
 

盛
雄 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
出
生
率
が
過
去
最
低
に
。
鯉
幟
の
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
も
心
配
顔
。 

健
介
さ
ん
・
・
・
何
気
な
く
詠
わ
れ
て
い
る
の
に
、
私
た
ち
の
不
安
な
思
い
が
見
事
に
表
さ
れ
て
い
ま
す
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
最
近
の
話
題
を
上
手
く
詠
ん
で
い
る 

隆
さ
ん
・
・
・
・
語
調
か
ら
「
の
」
は
と
っ
て
も
い
い
。
終
戦
で
平
和
が
訪
れ
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
が
起
き
た
。
ミ
サ
イ 

ル
購
入
や
武
器
輸
出
で
、
出
産
・
子
育
て
に
案
じ
る
若
者
も
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
空
を
泳
ぐ 

こ
い
の
ぼ
り
に
訊
ね
て
み
た
く
な
る
句
で
あ
る
。 

 

四
点 立

ち
か
け
て
ま
た
し
や
が
み
込
む
朝
顔
市 

 
 
 
 

孤
舟 

 
 

 

千
恵
さ
ん
・
・
・
ど
れ
も
こ
れ
も
色
や
姿
が
魅
力
的
で
購
入
す
る
１
点
を
絞
り
込
め
な
い
様
子
が
分
か
り
ま
す
。
た
だ 

下
五
が
６
文
字
な
の
が
少
し
気
に
な
り
ま
し
た
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
あ
り
ふ
れ
た
日
常
の
動
作
を
上
手
に
詠
ん
で
い
る
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
矯
め
つ
眇
め
つ
朝
顔
選
び
に
迷
っ
て
い
る
様
子
が
よ
く
出
て
い
る
。 

春
時
雨
笑
っ
て
駆
け
る
二
人
連
れ 

 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
突
然
の
春
時
雨
を
楽
し
ん
で
い
る
か
の
よ
う
な
二
人
（
多
分
カ
ッ
プ
ル
）
の
よ
う
で
す
ね
。 

 

三
点 鰻

割
く
禁
断
の
書
を
開
く
ご
と 

 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
ド
キ
ッ
と
さ
せ
る
句
、
な
ん
だ
か
艶
め
い
た
句
で
す
。 

葱
坊
主
大
器
晩
成
か
も
知
れ
ぬ 

 
 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
見
た
目
は
ま
だ
幼
い
坊
主
頭
だ
が
、
将
来
は
意
外
と
人
生
の
成
功
者
に
な
る
か
も
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
き
っ
と
大
器
の
片
鱗
が
見
え
る
の
で
し
よ
う
。
葱
坊
主
と
の
取
り
合
せ
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
味
わ
い 

が
あ
り
ま
す
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
中
七
、
下
五
が
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
！
思
わ
ず
、
そ
う
だ
よ
ね
と
呟
き
ま
し
た 

杉
林
抜
け
て
明
る
き
緑
雨
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
青
葉
若
葉
が
み
ず
み
ず
し
く
輝
い
て
清
々
し
い
景
が
現
れ
た
の
で
し
ょ
う
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
気
持
ち
の
良
い
雨
。 
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四
つ
に
な
り
拍
手
高
ま
る
五
月
場
所 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・「
が
っ
ぷ
り
四
つ
」
の
正
統
派
相
撲
の
熱
戦
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
来
場
所
こ
そ
は
横
綱
、
大
関
揃
っ
た
優
勝
争
い
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

日
比
谷
か
ら
二
の
丸
跡
へ
薄
暑
光 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
薄
暑
光
が
吟
行
の
日
の
日
和
を
言
い
得
て
妙
。 

渡
り
切
る
あ
の
か
ず
ら
橋
夏
近
し 

 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
あ
の
祖
谷
の
か
ず
ら
橋
で
し
ょ
う
か
。
渡
っ
て
み
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

桑
摘
み
て
そ
の
香
纏
い
し
家
路
か
な 

 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
桑
の
葉
に
は
独
特
の
香
り
が
あ
る
と
か
。
養
蚕
に
携
わ
っ
た
往
時
の
思
い
出
？
た
だ
、
葉
を
摘
む
の 

で
あ
れ
ば
春
の
季
の
よ
う
で
す
。 

豆
飯
や
湯
気
あ
わ
あ
わ
と
仏
壇
へ 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
炊
き
立
て
を1

番
に
お
供
す
る
優
し
い
お
気
持
が
、
素
敵
で
す
。 

（
湯
気
あ
わ
あ
わ
）
も
美
味 

し
そ
う
！ 

隆
さ
ん
・
・
・
・
好
物
の
「
豆
飯
」
だ
け
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
湯
気
は
炊
き
立
て
仏
壇
へ
」
で
も
。 

「
仏
壇
」。
一
家
を
構
え
た
ら
仏
壇
を
備
え
、
朝
な
夕
な
、
仏
壇
を
前
に
し
た
時
代
が
あ
っ
た
。
子
は 

親
を
真
似
て
育
つ
。
容
易
に
殺
傷
す
る
ニ
ュ
ー
ス
に
会
う
と
取
り
戻
し
た
い
習
慣
で
あ
る
。 

 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
生
前
お
好
き
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
湯
気
を
あ
わ
あ
わ
と
表
現
、
ぴ
っ
た
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

ハ
ナ
棒
を
担
ぐ
両
腕
や
や
細
目 

 
 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
花
棒
を
担
ぐ
女
性
を
遠
回
し
に
上
手
に
表
現
し
て
い
る
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
女
神
輿
で
す
ね
！
下
五
で
そ
れ
を
表
現
。
な
る
ほ
ど
と
感
服
し
ま
し
た
。
。 

三
恵
さ
ん
・
・
・
以
前
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
、
女
神
輿
を
担
い
だ
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
の
威
勢
の
良
い
甲
高
い
声
が
想 

起
さ
れ
ま
し
た
。 

新
緑
の
朝
の
山
気
や
生
気
満
つ 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
朝
の
緑
の
空
気
に
は
、
生
き
生
き
と
し
た
気
力
・
活
力
が
感
じ
ら
れ
る
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
朝
の
清
々
し
い
気
分
が
上
手
に
表
現
さ
れ
て
る
。 

 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
新
緑
の
不
思
議
な
力
、
佇
ん
で
い
る
だ
け
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
漲
っ
て
来
ま
す
。 

下
闇
や
出
会
い
頭
の
蜥
蜴
の
眼 

 
 
 
 

 
 
 
  

 

啓
子 

 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
向
こ
う
も
驚
い
て
こ
ち
ら
を
暫
し
見
詰
め
た
の
で
し
ょ
う
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
蜥
蜴
も
驚
い
た
で
し
ょ
う
ね(

笑) 

ど
ん
な
眼
を
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

一
面
に
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
山
つ
つ
じ 

 
  
    

 

け
い
子 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
山
肌
は
一
面
色
と
り
ど
り
の
満
開
の
躑
躅
に
覆
わ
れ
て
。 

龍
平
さ
ん
・
・
・
自
然
の
為
せ
る
巧
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
中
七
が
絶
妙
。
色
と
り
ど
り
の
山
躑
躅
は
正
に
芸
術
。 

 

二
点 海

に
雪
崩
る
る
千
枚
の
青
田
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
佐
渡
で
正
に
こ
の
句
の
よ
う
な
青
田
を
見
て
感
激
し
ま
し
た 

昇
さ
ん
・
・
・
・
能
登
の
日
本
海
に
落
ち
る
千
枚
田
の
絶
景
は
圧
巻
。 

薔
薇
園
の
対
で
水
吹
く
ペ
リ
カ
ン
像 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
二
基
の
ペ
リ
カ
ン
型
の
噴
水
が
水
を
吹
き
上
げ
て
い
る
。 
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新
緑
の
山
な
み
翼
下
出
雲
へ
と 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

 
堂
哉
さ
ん
・
・
・
気
持
ち
い
い
フ
ラ
イ
ト
で
し
た
ね
！ 

亜
也
さ
ん
・
・
・
機
中
で
の
新
緑
へ
の
気
付
き
と
出
雲
へ
の
思
い
。
雲
が
そ
れ
と
な
く
呼
応
。 

萬
緑
の
樹
々
の
間
に
光
る
空 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
樹
々
の
間
か
ら
仰
ぎ
見
る
雲
ひ
と
つ
な
い
青
空
。 

尻
尾
取
れ
勇
躍
ジ
ヤ
ン
プ
青
蛙 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
よ
く
観
察
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。
勇
躍
ジ
ャ
ン
プ
で
青
蛙
の
様
子
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。 

短
夜
や
四
時
に
は
障
子
あ
け
そ
め
て 

 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
短
夜
が
効
い
て
い
る
。「
短
夜
や
朝
の
勤
め
の
雨
戸
開
け
」
で
も
。 

万
葉
の
大
和
路
を
ゆ
く
柿
若
葉 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

 

允
章
さ
ん
・
・
・
関
西
に
は
二
十
年
程
住
み
ま
し
た
。
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

背
に
青
き
柄
行
き
美
し
き
蛙
居
て 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
蛙
を
そ
の
声
で
愛
で
ず
に
、
そ
の
容
姿
を
愛
で
て
成
功
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
蛙
に
も
個
性
が
あ
る
ん
で
す
ね
ぇ
。 

城
垣
を
攀
じ
て
草
引
き
忍
び
め
く 

 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
珍
し
い
景
に
想
像
が
深
ま
り
ま
す
。「
草
引
き
」
と
い
う
言
葉
に
風
情
が
あ
り
ま
す
。 

 

一
点 新

緑
の
香
り
が
旨
い
井
の
頭 

 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

 

千
恵
さ
ん
・
・
・「
旨
い
」
の
措
辞
に
同
感
で
す
！ 

カ
ピ
バ
ラ
の
鼻
が
動
め
く
若
葉
風 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
中
山
の
動
物
園
に
い
ま
し
た
が
、
残
っ
た
一
頭
が
最
近
は
金
沢
動
物
園
に
移
さ
れ
た
と
読
み
ま
し
た
。 

目
に
は
青
葉
疏
水
を
下
る
蹴
上
ま
で 

 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
京
都
の
古
き
水
力
発
電
所
、
一
人
吟
行
で
し
ょ
う
か
。 

も
う
来
た
か
五
月
満
開
こ
の
陽
気 

 
 
 
 
 
 

國
護 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
季
節
が
不
順
と
な
り
、
春
・
秋
が
無
く
な
っ
て
き
た
よ
う
だ
。 

妖
精
の
舞
ひ
た
る
森
の
新
樹
光 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
森
の
新
樹
光
に
妖
精
の
舞
ひ
を
感
じ
る
セ
ン
ス
に
敬
服
。 

早
々
と
夏
日
来
た
り
て
蚊
遣
り
火
や 

 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
自
然
の
為
せ
る
業
は 

年
寄
り
が
戸
惑
う
事
も
。 

巧
だ
け
に
あ
ら
ず
。 

艶
（
な
ま
）
め
け
る
宵
の
風
か
や
月
下
美
人 

 
 

啓
子 

 
 

 

龍
平
さ
ん
・
・
・
流
石
月
下
美
人
！ 

 

何
時
も
世
の
中
に 

潤
い
を
提
供 

鶯
か
目
黒
八
雲
で
聲
を
聞
く 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 

 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
目
黒
区
八
雲
は
緑
の
多
い
地
域
で
す
ね
。
閑
静
な
住
宅
地
で
鶯
の
声
。
良
い
で
す
ね
。 

十
薬
や
十
文
字
白
き
父
母
の
墓 

 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
キ
リ
ス
ト
教
系
の
墓
地
に
咲
き
乱
れ
る
白
い
ど
く
だ
み
の
花
。 

浮
き
沈
む
七
十
五
日
水
中
花 

 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
人
の
噂
に
我
関
せ
ず
？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

❖
❖
❖
❖
❖ 
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【
今
後
の 

青
葉
会
予
定
】 

☆
☆
六
月
青
葉
会 

日 

時
：
六
月
二
十
五
日(

木)  

午
後
一
時
～ 

 

於 

：
世
田
谷
区
施
設 

三
軒
茶
屋 

し
ゃ
れ
な
あ
ど
６
階 

部
屋
名
：
ビ
ー
ナ
ス 

ご
出
句
：
句
会
ご
出
席
予
定
の
方
は
、
５
句
。 

ご
投
句
の
方
は
２
～
３
句 

 
 
 

を
目
処
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 

ご
提
出
先
は 

星
田P

C
 

本
会
報
をP

C

に
て
受
け
取
ら
れ
た
方
は
、
送
信
先
星
田
宛
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

或
い
はF

A
X
 

０
３
・
３
４
２
１
・
９
７
７
２ 

 
 
 
 
 
 
 

ご
出
句
締
切
日
は
、
六
月
二
十
日
（
土
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
郵
送
の
方
が
居
ら
れ
る
の
で
、
締
切
日
を
お
守
り
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。 

 

☆
☆
七
月 

お
よ
び 

八
月
青
葉
会 

 

（
誌
上
句
会
と
致
し
ま
す
） 

例
年
は
八
月
の
み
「
誌
上
句
会
」
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
一
段
の
猛
暑
予
想
の
た
め
、 

七
月
、
八
月
共
に
「
誌
上
句
会
」
と
致
し
ま
し
た
。 

 

選
句
日
程 

〇
七
月
は
二
十
三
日(

木)  

に
選
句
表
を
お
手
許
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。 

ご
出
句
締
切
：
七
月
十
八
日(

土)  

中 
 

皆
様
同
条
件
に
て 

当
季
雑
詠 

２
句
～
５
句
の
ご
出
句
を
承
り
ま
す
。 

選
句
締
切
：
八
月 

三
日(

月)  

中 

 
 
 
 
 
 

〇
八
月
は
二
十
七
日(

木)  

に
選
句
表
を
お
手
許
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。 

ご
出
句
締
切
：
八
月
二
十
二
日(

土)  

中 
 

皆
様
同
条
件
に
て 

当
季
雑
詠 

２
句
～
５
句
の
ご
出
句
を
承
り
ま
す
。 

選
句
締
切
：
九
月 

五
日(

土)  

中 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

§
§
§
§
§
§
§ 

【
青 

葉 

会 

報
】 

一
、 

五
月
は
恒
例
の
吟
行
を
実
施
。
先
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
、
通
常
と
は
少
し
形
を
変
え
、
作
句
の
た
め

の
散
策
は
歩
く
の
に
楽
で
、
且
つ
ベ
ン
チ
な
ど
休
む
と
こ
ろ
も
多
い
場
所
で
交
通
至
便
な
場
所
、
原
則
と
し
て
、
日
比
谷

公
園
と
致
し
ま
し
た
。
午
前
十
一
時
に
五
郎
太
さ
ん
、
た
だ
し
げ
さ
ん
、
千
恵
さ
ん
、
啓
子
と
散
策
参
加
者
四
名
に
、
忠

彦
さ
ん
が
お
嬢
様
と
ご
一
緒
に
日
比
谷
公
園
内
を
散
歩
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
ご
帰
宅
。
ま
た
、
す
ぐ
お
隣
が
皇
居
と
な
れ
ば
、

と
、
亜
也
さ
ん
は
東
御
苑
を
散
策
さ
れ
て
そ
の
後
の
会
食
に
ご
参
加
。
次
い
で
、
今
回
は
散
策
に
は
参
加
で
き
な
い
が
・
・
・

と
孤
舟
選
者
が
散
策
後
の
会
食
に
お
顔
を
出
し
て
下
さ
り
、
六
名
の
会
食
と
な
り
ま
し
た
が
、
い
つ
も
と
気
分
も
異
な
り

話
題
も
豊
富
、
亜
也
さ
ん
ご
案
内
の
美
味
し
い
中
華
（
日
比
谷
・
煌
蘭
）
を
頂
き
な
が
ら
楽
し
い
吟
行
と
会
食
に
な
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
自
由
度
の
高
い
吟
行
イ
ベ
ン
ト
も
悪
く
な
い
、
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
回
は
ご
参
加
叶
わ
な
か
っ
た
方
々

も
、
次
回
は
一
部
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
る
と
有
難
い
と
思
い
つ
つ
散
会
致
し
ま
し
た
。 

 

一
方
、
句
友
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
投
句
も
、
先
に
お
近
く
を
散
策
さ
れ
て
吟
行
気
分
で
是
非
作
句
を
と
お
願
い
致
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
き
っ
と
そ
う
し
て
く
だ
さ
っ
た
に
違
い
な
い
と
感
じ
る
句
も
散
見
さ
れ
、
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。 
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今
回
の
ご
出
句
は
十
九
名
、
ご
出
句
数
は
七
十
二
句
で
し
た
。
選
句
結
果
は
ご
覧
の
と
お
り
で
、
当
季
雑
詠
、
吟
行
句

を
分
け
ず
に
一
緒
に
選
句
い
た
だ
い
た
こ
と
、
夫
々
に
世
相
を
映
し
た
り
、
美
し
い
句
が
並
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
ょ
う

か
、
票
が
大
分
ば
ら
け
ま
し
た
。 

 
 

最
高
得
点
は
七
点
・
三
名
で
、
青
葉
会
最
長
老
で
九
十
七
歳
と
な
ら
れ
た
天
牛
さ
ん
、
孤
舟
選
者
は
ご
常
連
、
堂
哉
さ
ん 

の
句
も
今
回
も
入
り
ま
し
た
。
お
句
か
ら
天
牛
さ
ん
の
ご
年
齢
が
改
め
て
認
識
で
き
、
お
祝
い
の
言
葉
が
並
び
ま
し
た
。 

次
い
で 

六
点
句
に
健
介
さ
ん
が
二
句
、
千
恵
さ
ん
、
堂
哉
さ
ん
、
啓
子
が
並
ん
で
お
り
ま
す
。 

一
方
、
ご
覧
に
な
っ
て
お
分
か
り
の
よ
う
に
、
三
点
句
が
十
二
も
並
び
、
二
点
句
、
一
点
句
も
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
み
な 

さ
ま
の
ご
評
価
が
行
き
わ
た
っ
た
よ
う
に
も
思
え
、
青
葉
会
ら
し
い
と
も
感
じ
て
嬉
し
い
思
い
す
ら
い
た
し
ま
し
た
。 

  

【
関
係
者
近
影
】 

 
 

孤
舟
選
者 

近
影 

 
 
 
 

初
蝶
は
ひ
か
り
の
使
徒
や
ひ
ら
ひ
ら
ひ
ら 

 
 

 
 

引
鴨
の
扇
開
き
に
発
ち
に
け
り 

 
 

 
 

こ
の
先
の
筋
書
き
知
ら
ず
蜥
蜴
出
づ 

 
 

 
 

漁
火
の
ひ
と
つ
朧
に
燃
え
て
を
り 

 
 

 
 

洛
陽
の
転
が
つ
て
ゐ
る
半
仙
戯 

  
 

 

 

「
き
さ
ら
ぎ
」
の
関
係
者
近
影
は
お
や
す
み
で
す
。 

  
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

（
了
） 

 

令
和
八
年
六
月
吉
日 


